





















木論文は全6掌から構成されている。 r第 1章 野宿者「問題Jの現状とその背景』は、まず野宿者問題
が社会問題となってきた過程と現状を概観し、野宿者問題が論じられてきている社会的コンテキストがし
ばしば誤っていることを指摘し、現代日本の都市における野宿者問題を「寄せ場Jとの関連において論じ
なければならないという本論文の基本的な視点を提示している。『第2章 「寄せ場Jから見た野宿者問題』
では、前章の問題設定を受け、「都巾の野宿者問題」を「寄せ場の問題」として捉えることが必要不可欠で
あるということをさらに詳細に論じ具体的に明かにしている。とりわけ、本章では、野宿者問題の根底に
あって、その問題現象のあらわれ方を大枠において規定している釜ヶ崎という「寄せ場」の構造に焦点を
しぼり、この「寄せ場」が野宿者の最大の「給源」になっているという現実の背後に、日本における「都
市下層」の変容を探ることを試みている。『第3章 釜ヶ崎の現状と地区内日雇労働者の「野宿者化J.]で
は野宿がもともと日雇い就労に組み込まれた牛ー活形態であったこと、現在の議ヶ崎に生じている日雇労働
者の困窮は、この常態的に組み込まれた野宿を超えるより深刻な状況にあることを明らかにし、この新た
な状況が寄せ場としての釜ヶ崎の変容に起因していることを指摘し、『第4章 釜ヶ崎の「変容」と日雇い
労働者の「野宿化JIへと分析が展開容れている。ここでは「寄せ場の変容」とりわけ・奇せ場の「労働市場J
機能の変容と弱体化についてさまざまな統計資料を用いて明らかにし、寄せ場という労働市場が圏内労働
市場総体のどこに、どのような形態で紺み込まれているのかを明らかにし、このマクロなレベルでの寄せ
場の構造変容が、釜ヶ崎において、新たな野宿状況を生み出し、さらにはそれが都市巾枢部の野宿者問題
の原因となっていることを明らかにしている。『第5京 大阪における野宿生活(者)の実態』では、野宿
生活者に対する聞き取り調査に基づいて、野宿者の現在の生活実態を明らかにするとともに、 1997年以降
顕著になってきた野宿者の「地域的拡散」と「定着化Jの背景に釜ヶ崎の日雇労働者の労働市場としての
寄せ場からの反憾と、近年における釜ヶ崎の「労働市場機能Jの弱体化があることを明らかにしている。
『第6章 都市牡会と野宿生活者』では?市民意議調査」を用い、都市住民が新たな「社会問題」として浮
上してきた野宿者の存在とその急激な増加という現実をどのように認知し、その現実に対してどのように
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対応しようと考えているのかを分析することによって野宿者問題に対する都市住民の意識構造を明らかに
し、都市における社会問題が社会的に構成されていく過梓ーの意識的・イデオロギー的基盤が解明されている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、現代日本社会における野宿者の実態とその状況を明らかにするとともに、この問題が、大阪
においては日雇い労働市場である寄せ場「釜ヶ崎」を中心とする底辺労働市場の構造変動によってもたら
されたものであり、ひいてはこの問題は日本社会の国内労働市場全般の構造変動と再編の過程と結ひ'つい
ていることを明らかにせんとしたスケールの大きな研究として高く評価することができる。
野宿者問題については、欧米ではホームレス研究の流れがあり、また、社会学の領域でも社会病理学や
都市社会学で披われてきた問題であるが、そのほとんどの研究は、貧困や社会的孤すーを扱ったり、あるい
は麻薬、アルコール中毒、犯罪などの逸脱行動や差別問題など現象面で現れる諸問題の記述と分析にとど
まり、その背後に潜み野宿者を排lれする日本社会の日雇い労働市場の構造的変動に関する考察が欠落して
きていた。また、野宿者問題をもたらす社会的な背景要因への考察があったとしても、この|副題がH本社
会の不況に伴って大都市部で急増した現象であるため、その要困を不況という景気動向に求めてみたり、
企業のリストラと結ひ、つけて解釈するにとどまり、その背後で進行する日本社会の労働市場の構造変動と
結ひ'つけ、この変動過程に規定されつつ労働市場の最底辺部から生じてくる|問題であるという分析がなかっ
たため、野宿者問題の本質が見失われてきていたが、本論文は、従来のこの問題への研究視座を批判し、
新たな分析視艇を提唱することによって、とかく表層的な現象の記述と分析にとどまっていた従来のアプ
ローチをより深化させ、現代の日本社会の深層構造へと分析を掘り下げる新たな分析枠組みを切り開いた
ことは高く評価することができる。
この著者の独白の視座による野宿者問題を可能にしているのが、寄せ場「釜ヶ崎jの現代の円本におけ
る状況への着目である。従来から日雇い労働市場である寄せ場「釜ヶ崎」が大阪の野崩者の大きな給源で
あることは指摘されてきていたが、寄せ場における野宿者の社会的形成メカニズムについて実証的に明ら
かにした研究は見られなかった。本論文では、この寄せ場「釜ヶ崎Jを分析の姐上に kげ、統計資料や著
者達が実施した調査結果に依拠しながら寄せ場の構造とその特質を明らかにすることによって、寄せ場が
野宿者を社会的に形成する装置として作用しているそのメカニズムを実証的に明らかにし、さらに、寄せ
場の労働市場としての機能の弱体化を論証しつつ、こうした「釜ヶ崎」の寄せ場としての機能の変容が寄
せ場労働者の最低辺層を大量に野宿者化させていく大きな要因となっていることを実証的に解明している。
寄せ場の機能の変容については、これまでにも指摘されることはあったが、実証的なデータを伴った解明
はなく、さらには寄せ場が国内労働市場の総体のどこに位置づき、どのような形でそこに組み込まれてい
るのかという根本的な議論はほとんどなされてこなかったが、本論文では、このことを既存のさまざまな
統計資料や筆者の行った実態調査のデータを用いて明らかにしえたことは高く評価できる。
以上のように、本論文は、大量の資料を丹念、着実に積み重ね、寄せ場「釜ヶ崎」の構造とその特質を明
かにした上で、この労働市場としての寄せ場の機能がどのように弱体化し、都市中心部へと大量の野宿者
を流山させていくのか、また、この寄せ場の変容が日本の労働市場全般の変化とどのように関連するのか
という大きな問題に正面から取り組んだ労作であり、そこから導き出8れた多くの新たな知見は、従来の
この分野の研究に大きな貢献をなし得るものとして高く評価できる。
以kの所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を綬与するに値するものと認められる。
-342-
